
『第17回卒業証書授与式』を挙行祝

呼名を受ける卒業生 卒業生答辞

「平成２１年度第１７回卒業証書授与式」を３月１日午前１０時から本校体育館にて挙行し

ました。卒業生は吹奏楽部の演奏と参列者の拍手に迎えられながら入場。担任から一人ひとり

呼名を受け、各科・各コースの代表生徒に校長から卒業証書が授与されました。

校長式辞では 「卒業生の皆さんにふたつのお願いがあります。ひとつめは、新たな人生の、

目標に向かって進む中で、自分の中の個性や特性を発見し、それを伸ばす努力をしていってほ

しいと思います。個性や特性を磨いていくことが人生の生きがいとなるのです。ふたつめは、

感謝の気持ちを忘れず、誠実に歩んでほしいと思います。自他ともに生き、生かされる関係を

大切にしていってほしいと思います 」と述べ 「人生においてそれぞれが大輪の花を咲かせて。 、

ほしいと願っています。みなさんの前途に幸多かれと祈ります 」と結び、卒業生にエールを。

送りました。

来賓としてお迎えした横戸長兵衛上山市長、荒井進同窓会長、石山秀法ＰＴＡ会長からは心

あたたまる励ましの祝辞をいただき、在校生代表の土屋賢悟君（現生徒会長）が送辞を述べま

した。土屋君は、先輩たちに対する感謝と尊敬の気持ちや激励、そして

後を引き継ぐ決意を述べ、卒業生にはなむけの言葉を贈りました。

これに対して卒業生代表として答辞を述べた米内未央さん（前生徒会

長）は、３年間の学校行事や部活動を通して成長してきた思い出を語る

とともに 「現在の世界の状況は厳しいものがありますが、さまざまな、

困難に打ち勝ってきた私たちなら、社会に出てからもきっと乗り越える

ことができるはずです 『日々新たに、また日に新たなれ』という校訓。

を胸に新しい日々に挑戦します 」と力強く決意を述べました。。

明新館通信
「日日新 又日新 （日日新たに 又日に新たなれ）」
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社会人となるための講演会を開催
食料生産科・情報経営科

平成２１年度社会人講師招聘事業として、食料生産科では２月８日（月 、情報経営科では２月１６日）
（火）に、第２・３学年生徒を対象とした講演会を多目的視聴覚室で開催しました。

食料生産科では、上山市役所経営企画課の齋藤誠氏からお話を伺い
ました。齋藤氏は 「上山のまちづくり」というテーマで講演。武家屋、
敷通りの電柱移動や黒板塀の設置による城下町の景観づくり、ゆかた
の似合うまちづくり、そして、食用ホオズキやベニバナなど本校と連
携したまちづくりの取り組みなどについてお話くださいました。

また、情報経営科ではフリーアナウンサーの前川孝子氏からお話を
伺いました。前川氏は「より良いコミュニケーションのための知識と
実践」というテーマで、アナウンサーとしての豊富な経験をもとに、
挨拶や表現の仕方などについて身振り手振りを加えながら有意義なお
話をしてくださいました。

《食料生産科・生徒の感想より》
・地域資源の再利用や景観維持の大切さ、そしてその良さを知ることができました。私たちの活動が直接

関係していることもあって、私も今後このような地域活動にかかわって行ければよいと思います。
・ゆかたの似合うまちづくりの活動には、私たちベニバナプロジェクト班も協力させていただいており、

地域の方と交流しながら研究することができているので助かっています。

《情報経営科・生徒の感想より》
・私も４月から社会人になるので、とても勉強になった。相手を認め自分も認められるよう努力

したい。一番心に残ったのは挨拶するときの目線が重要だということ。しっかり相手を見てよ
り良い関係を作りたいと思った。

、 「 」・私は人見知りをすると自分で思っていたけれど 前川さんから そこでブレーキをかけないで
と聞いたときは、とても救われました。もう少し「自分から」を頑張りたいと思いました。

高橋優香さん ３年連続Ｖ救急隊員が直接指導
日本ジュニア室内陸上大会～救命救急法講習～

２月１０日（水）大阪城ホールで開催された日本ジュニア
室内陸上大会女子６０メートルで、３年生(３月１日卒業)
の高橋優香さんが７秒５７をマークし、大会３連覇を達成
しました。決勝では気持ちを切り替えて臨み、予選のタイ
ムを大幅に縮めて優勝しました。大学進学後も活躍するこ
とを期待しています。

レスリング部の加藤淳一君(８４ 級・２年５組)と稲毛kg
友博君(９６ 級・１年７組）の２名が第５８回全国高等kg

「保健」の授業として、上山消防署から 学校選抜レスリング大会に出場します。明新館高校そして
４名の救急隊員においでいただき、１年生 山形県の代表として活躍してくれることを祈ります。

期日：３月２７日～２９日 会場：新潟市体育館全クラスで、救命救急法について学びまし
た。自分の近くで人が倒れたときの対処法
や心肺蘇生法・ＡＥＤの使用法などの実技
訓練を行い、全員真剣な顔で取り組んでい 女子バレーボール部が全国高校バレーボール選抜優勝大
ました。本校では、毎年１年生に実施して 会山形県大会（春高バレー）に初出場、羽黒高校を相手に
いるので、本校生全員が救命法について学 初勝利を収めました。準決勝では山形商業高から敗れまし
んでいます。 たが、初出場ながら見事３位入賞を果たしました。

全国高等学校選抜大会に出場
加藤淳一君・稲毛友博君 レスリング部

女子バレーボール部 初出場・初勝利
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